
第３章 河川施設の機能喪失リスクを低減するための対応方策

（２）急所施設の抽出・総合診断・更新判断の明確化

②急所施設に対する総合診断の考え方
③総合診断を踏まえた更新判断の考え方
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急所施設の総合診断・更新判断について



「②急所施設に対する総合診断の考え方」 についてのご意見

1

■過去データと修繕履歴に基づくリスク評価と類型化
・過去の事故・故障事例や運用状況、不可視部分の状態、ヒヤリハット事例

を収集し、診断に活用することが重要
・施設規模や機械仕様ごとにタイプ分類し、過去の「修繕歴（分解整備の有

無等）」に注目

■専門知見の活用と不可視部調査
・ポンプや原動機メーカー等の専門技術者関与が重要
・水没部などの不可視部分を中心とした状態監視技術の開発・導入が必要

■供給・修理体制の持続可能性評価
・機械の状態だけでなく、「国内で部品供給や修理がまかなえる体制がある

か」というサプライチェーンの観点も必要
・診断技術者の育成・関連業界の維持も重要な診断要素



「③総合診断を踏まえた更新判断の考え方」 についてのご意見

2

■多角的な限界・制約に基づく判断基準
・予防保全で管理可能か、更新・改築が必要かを判断するため、「物理的耐

用限界」「機能的耐用限界」「社会的機能限界」「部品供給や施工体制の
制約」といった多角的な要件で判断するプロセスが必要

・機能増強（能力向上）については、流域治水との整合に留意し、本川負担
の増加等の副作用が生じないよう、施設特性に応じて整理することが必要

・ゲート設備等は設置環境（常時水没、水質等）により劣化傾向が異なり、
点検の実施にも制約があるため､設備特性を踏まえた更新判断の整理が必要

■「更新待ち施設リスト」の作成と計画への位置づけ
・経過年数や診断結果でグループ分けを行い、更新が必要な施設を「更新待

ち施設リスト」を作成し、計画への位置づけが必要

■更新による付加価値・波及効果の評価
・流域治水の観点などから、更新によって新たな価値や他施設への好影響が

生じる場合は、優先順位を上げるべき

■標準化の推進と更新の平準化
・更新事業が重なることによる物不足・人手不足も考慮した平準化が必要



急所施設に対する総合診断の実施

○ 機能喪失時の社会的影響が極めて大きい「急所施設」の故障リスクに対応するためには、
効果的なメンテナンスサイクルを確立すべきであり、機械施設ですでに一部導入されている
必要な知識と技術力を有する「診断技術者」による「総合診断」について、土木・電気通信施
設も含めて施設全体での実施が必要である。

【機械施設における総合診断を活用したメンテナンス】

総合診断

社会的機能限界評価

機能的耐用限界評価

物理的耐用限界評価
（精密診断結果等）

精密診断・不可視部分の状態把握

更 新

取 替

分解整備

改造・機能追加

診断結果

継続使用

【結果】
○：正常
△：支障発生の可能性
×：支障発生

施設点検

定期点検の実施

排水機場に潜在する故障リスク
・主原動機の不具合
・主ポンプの不具合 etc...

（イメージ）
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機械施設における総合診断の実施内容

4

○ 機械施設における「総合診断」の実施に際しては、ポンプ等の設備全体の信頼性、経済性、
安全性、操作性、維持管理の容易性などを総合的に勘案して、適切な更新、改造、整備、継
続使用などの計画を策定している。

○ 土木施設等についても、点検評価結果に基づいて総合診断を実施し、必要に応じた更新や
継続使用等の計画を策定するものとする。

【機械施設における総合診断の実施内容】

基本的内容
ポンプ設備全般の機能・性能を概略的に診断するもので、広範囲な問題点の把握・分析。

・社会的耐用限界評価（氾濫規模・土地利用・塵芥量の変化、設備としての機能不足）
・物理的耐用限界評価（点検結果、計測データ、修繕履歴、不具合履歴、過去の精密診断結果等）
・機能的耐用限界評価（円滑な運転操作の可否、機器等の調達の可否、機能低下、

関係法令・技術基準等との整合）

施設の状況に応じて実施

精密診断等

（精密診断の内容）
・内視鏡調査（不可視部分を調査）
・振動診断（振動値の傾向で異常箇所の特定や劣化程度を把握）
・潤滑油分析（潤滑油に含まれる金属元素を特定し摩耗や損傷の部品を推定） 等



今後の急所施設のメンテナンスの流れ（案）

総合診断

施設点検
(土木､機械､電気)

機能付与等の
必要性検討

（リダンダンシー・
メンテナビリティー等）

更新

分解整備

改造・機能追加

取替、修繕

継続使用

措置方針決定

故障・修繕履歴

周辺環境の変化

劣化機構
曝露条件

○ 総合診断では運用実態や点検結果等から施設の現状を的確に把握・評価し、更新の必要性
および改善策について総合的に判断する。

【急所施設における総合診断を活用したメンテナンスの流れ（案）】
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「②急所施設に対する総合診断の考え方」 の記載案
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「②急所施設に対する総合診断の考え方」 の記載案
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「③総合診断を踏まえた更新判断の考え方」 の記載案
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「③総合診断を踏まえた更新判断の考え方」 の記載案
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